


「宇宙オリンピック」10円

　宇宙中の老若男女が固唾を呑んで見守る。五宇宙年に一回、宇宙生物たちの娯楽が始まった。
「全宇宙生物のみなさん、お待たせしました。第三回、宇宙オリンピックを開催いたします」
映像は、解説席に切り替わる。二人の男が映った。見た目は人の姿をしているが、肌の色が地球人ではなかった。
「司会は、わたくしＡアナウンサーが担当します。解説は、Ｂ選手においでいただきました」
Ｂ選手が挨拶をする。
「こんにちは」
「ご存じの方も多いと思いますが、Ｂ選手は元宇宙オリンピック代表選手ですね。前大会では、金メダルを獲得しました。一緒に応援したいと思います」
「よろしくお願いします」
「種目は、一光年障害物競争。十宇宙時間の戦いになります」
「すごく楽しみです」
「会場を見てみましょうか」
ドーム型の会場は、宇宙生物で一杯だった。どの宇宙生物も、赤やら青やら各色揃い、尖った形や潰れた形も個性的だ。
各星、最後の調整を終えたようです。
ここから、予選を勝ち抜いた星を紹介いたします。太陽系銀河からは、地球が勝ち抜きました。地球は、青い色をしていますね。地球の選手は、猿から進化したのが特徴です。彼らの開発した宇宙船の特徴は、宇宙最小と言われる。コインサイズのエンジンです。ボディーの後方に、六万個ついているそうです。省エネ技術も素晴らしい。健闘してくれることでしょう。
「猿のお手並み拝見ですな」
お隣、アンドロメダ銀河からは、コーデキ星が勝ち抜きました。コーデキ星は、美しいピンク色をしています。コーデキ星の選手は、猫から進化しており、目と耳の能力は、他を圧倒しています。普段は宇宙ゴミを集めて、加工する仕事をしています。今回の宇宙船は、吸引力を利用し、推進力にしているそうです。期待したいですね。
「前大会もいましたよ」
そして、宇宙の中心テッパーニ星雲から、カダパーＨ３惑星。今大会が初出場です。カダパーＨ３惑星は、でこぼこで灰色の星です。カダパーＨ３惑星の選手は、液体生物からの進化で、あらゆる隙間に入れます。宇宙船のエンジンは、超スタミナタイプの恒星充電式電池を使っています。さらに、宇宙船は姿形を自由に変えられるそうです。
「変化タイプですか」
続いて、地球とは反対に位置する。小惑星タチカワ。白い星と言う以外は、謎のヴェールに包まれております。選手も、何者か不明。何ということでしょう。出場する宇宙船は、小惑星自体を加工したそうで。重力を何かしらする技術で、金メダルを狙います。
「小惑星タチカワ？わたしも、知りませんね」
次に、カニ星雲から、タナダ星が出場します。タナダ星は、黒くて楕円形の星です。昆虫からの進化で、甘い食べ物が好きなようですね。手先が器用で、タナダ星の宇宙船は誰もが知っている一級ブランド物。エンジンに大きな特徴はありませんね。
「良くも悪くもですか」
宇宙の辺境、ＳＣＤＸ地帯の、カンパチ彗星が選ばれております。
カンパチ彗星は、恒星に照らされると虹色に光るそうです。
カンパチ彗星の選手は、地球と同じく猿からの進化です。しかし、地球人よりも本能が強く、言葉を話せません。宇宙船のエンジンは、超電導エンジンをつけています。外部を磁石のようなもので加工、中央でスパークさせます。今大会最速のスピードを生み出すそうです。
「超電導エンジン、有名なエンジンじゃないですか」
次の星は、宇宙テニオン星のヨロシクナンテ衛星です。ヨロシクナンテ衛星は、円の一部が欠けて緑色をしています。ヨロシクナンテ衛星の選手は、微生物からの進化で、単細胞ということでしょうか。宇宙船に大きめのミサイルがついてますね。どこで使うのでしょうか。エンジンは、旧式のようです。
「障害物破壊用ですかね」
あの銀河宇宙船で有名な、カンイジュウニ星。最高級の旅を提供し、客をもてなすために開発された宇宙船です。今回は、ゴージャスアンドアイボリータイプをご用意しました。カンイジュウニ星の選手は、確か馬からの進化でしたっけ……。極上の寝心地と、親切なサービス、満足する旅をご案内します。エンジンは、極細音で振動もないとか。まるで会社の宣伝。よく予選を勝ち抜きましたね。
「旅には良いですね」
以上、八ヶ星がエントリーしております。
「Ｂ選手、いよいよです」
「ええ」
「一体どんなドラマを見せてくれるのでしょうか」
「個人的に、カダパーＨ３惑星の戦いが見てみたいです」
「そうですか」

地球、コーデキ星、カダパーＨ３惑星、小惑星タチカワ、タナダ星、カンパチ彗星、ヨロシクナンテ衛星、カンイジュウニ星、全星スタートラインに並びました。
「位置について、よーい、ドガーン」
巨大な宇宙大砲の合図で、今スタートしました。
コーデキ星、綺麗なスタートをきりました。あぁ地球、エンジントラブルでしょうか。ゆっくりとしたスタート、地球８位です。トップは、コーデキ星、タナダ星、カダパーＨ３惑星の順です。
第一関門、宇宙ワニゾーンにさしかかりました。この宇宙ワニ、好物は鉄だそうで、宇宙船はご馳走でしょうね。
「そういえば、Ｂ選手の大会も宇宙ワニでしたね？」
「私も過去の大会で悩まされました、なるべく鉄を宇宙船に使わないようにと」
「なるほどですね」
宇宙ワニのサイドを、コーデキ星の宇宙船が通り過ぎる。宇宙ワニ、コーデキ星に興味を示しません。タナダ星が続きます。宇宙ワニ、タナダ星の宇宙船と目があった。あっと、宇宙ワニ突進する。タナダ星の宇宙船が噛みつかれました。宇宙船に大きな穴が、航行不能。タナダ星失格となります。ここで地球、タナダ星を抜かし、７位浮上です。宇宙ワニ、他の宇宙船を横目でみているお腹いっぱいか。
宇宙猟銃会が、宇宙ワニを追い払い。宇宙船の救助に向かいます。
「いきなり、ブランドのタナダ星が、かわいそうな結果に……」
「これも勝負の世界ですから」
この後第二関門、獅子座流星群ゾーンが待ち受ける。無数の石つぶて。この中は、まるで嵐でしょうね。
「Ｂ選手は嵐をどう乗り切りましたか？」
「できるだけ、避けるようにしました」
「運転技術ですか」
「かわせないものは、撃ち落としたり」
「火器もありなんですね」
先ほどの宇宙ワニゾーンで、順位が入れ替わったもようですね。トップは、コーデキ星、カンパチ彗星、カダパーＨ３惑星の順です。コーデキ星の宇宙船が、獅子座流星群に入りました。無数の石を吸い込み、宇宙船の後方から吐きだした。後ろを航行中のカンパチ彗星の宇宙船に、石が当たる。宇宙船が大破しました。カンパチ彗星失格となります。カンパチ彗星の宇宙船を、宇宙上保安庁が救助いたします。
「カンパチ彗星、自慢のエンジンでスピードはあったんですが……」
「警戒不足だと思いませんか」
「はい、油断したようですね」
「小石でも、宇宙船を壊すのは容易いですから」
「威力があるんですね」
その隙に、地球６位浮上。カダパーＨ３惑星、宇宙船の形状を布切れに変え、石のダメージを無効化しています。一方小惑星タチカワ、とても硬い星です。星に当たる石のほうが砕けています。小惑星タチカワの後ろに、ヨロシクナンテ衛星、カンイジュウニ星が隠れていますね。地球は、正攻法で回避しつつ、砲撃で石を破壊しています。
「カダパーＨ３惑星、見ていて興奮します」
第三関門、ブラックホールゾーン。突如現れるブラックホールに、各星どうやって対処するでしょうか。
「Ａさん。わたしは、ここを鬼門だと思います」
「鬼門ですか」
「多くの友人が、帰らぬ人となりました」
「恐ろしいところですね」
先ほどの獅子座流星群ゾーンで、順位が入れ替わったもようです。トップは、コーデキ星、カンイジュウニ星、カダパーＨ３惑星の順です。各星、ブラックホールゾーンへ進入しました。
言ってるそばから、カンイジュウニ星の宇宙船の背後に、ブラックホールが出現。宇宙船は、なすすべなく漆黒の闇に消えた。二度と戻ることはないでしょう。カンイジュウニ星失格となります。
地球は棚からぼた餅、５位に浮上。
どの星の船長も、ブラックホールの警戒のため、レーダーに釘付けです。
「カンイジュウニ星、ブラックホールツアーとは……」
「ブラックホールは、最高級のもてなしとは無縁ですから」
現在、トップは、コーデキ星、ヨロシクナンテ衛星、カダパーＨ３惑星の順です。
「Ｂ選手、これはカダパーＨ３惑星、わざと三位になっていませんか」
「わたしがカダパーＨ３惑星なら同じことをします。先頭を走るのは危険ですからね」
「安全第一ですか……」
げ、トップを走るコーデキ星の宇宙船の正面に、ブラックホールが出現。宇宙船、エンジン逆噴射で必死に耐える。その横を、カダパーＨ３惑星の宇宙船が通過。コーデキ星の宇宙船は、皮肉にもブラックホールの囮役に。他の星は、安全に通過できました。ここまで、トップのコーデキ星、粘りを見せるがブラックホールのパワーに力尽きた。コーデキ星失格となります。
「本命のコーデキ星が、失格ですか」
「今大会は、予想がつきませんね」
トップが入れ替わりまして、ヨロシクナンテ衛星、小惑星タチカワ、カダパーＨ３惑星の順です。地球は、４位まで這いあがってきました。
なんだ、トップのヨロシクナンテ衛星の宇宙船から煙が見えます。違いました。ミサイル発射です。狙いは、２位の小惑星タチカワです。ミサイルが小惑星タチカワに命中した。
あれ、小惑星タチカワがミサイルを跳ね返す。ミサイルは、ヨロシクナンテ衛星の宇宙船を襲う。宇宙船に当たり、爆発炎上しています。宇宙消防車が出動し、消化に向かいました。ヨロシクナンテ衛星、失格となります。
「ブラックホールゾーンで、激しい攻防がありましたね」
「ミサイルを撃ったのが仇ですね」
順位の変更がありまして、トップが小惑星タチカワ、地球、カダパーＨ３惑星の順です。
「Ｂ選手、地球が２位に。運も味方していますか」
「強運ですね」
「カダパーＨ３惑星も、生き残っています」
「彼らは、変形のスペシャリストですから」
「目が離せません」
最終関門は、恒星爆発ゾーンです。このゾーンでは、激しく核融合が起こっています。第三回宇宙オリンピックは、この恒星爆発に合わせて開催されていると言っても過言ではありません。恒星爆発ゾーンの危険性は、ブラックホールゾーンを超え。側を通れば、波の宇宙船ならひとたまりも無いでしょう。
小惑星タチカワ、地球の宇宙船、カダパーＨ３惑星の宇宙船、進入しました。
爆発の熱波が迫る、小惑星タチカワどう対処する。すごい耐熱性だ。影響ありません。地球の宇宙船は、小惑星タチカワの影に隠れた賢いぞ。しかし、地球のコインサイズエンジン、三分の一ほど破壊されました。カダパーＨ３惑星の宇宙船、氷の結晶に姿を変形させました。氷と炎の熱争奪戦が起こっている。そのまま、保つのでしょうか。会場より、カダパーＨ３惑星に、がんばれのエールが送られています。
その行動も虚しく、宇宙船が蒸発した。なんという熱の力、恐るべし。ブラックホール同様、助けようがありません。カダパーＨ３惑星、失格となります。
「Ｂ選手、カダパーＨ３惑星が……」
「言葉もありません」
無事に、小惑星タチカワと地球は恒星爆発ゾーンを抜けた。
どうやら、地球の宇宙船の様子がおかしい。減速していきます。徐々に、小惑星タチカワとの距離の差がうまれていく。
「地球ピンチです」
「万事休すかな」
なななんと、地球の宇宙船、ボディーを半分分離しました。壊れたエンジンと一緒に半分を放棄。スピードアップをはかる。
残った宇宙船が、猛スピードで小惑星タチカワを追い掛ける。
後は、ゴールが待っている。両者死力を尽くし、競います。
「何かいますね」
「他の星は失格したはず？」
まさかの宇宙ワニが現れた。宇宙猟銃会が追い払ったやつです。宇宙ワニ、地球を睨む。運動して、腹ペコ状態か。地球の宇宙船に向け突進する。
地球の宇宙船、まもなく噛みつかれ……。
「嘘？」
「ありえません」
どうしたことか。小惑星タチカワが地球の宇宙船をかばい。宇宙ワニの餌食に。今大会無敵の小惑星タチカワ、宇宙ワニに食べられた。小惑星タチカワ、食いカスしか残ってない、失格となります。
トップの地球、そのままゴールしました。一光年障害物競争にピリオドが打たれました。すごいぞ地球。
「この結果を、誰が予想できたでしょうか」
「ド田舎の地球が勝つなんて、信じられない」
「素晴らしい大会でした」
会場は、スタンディングオーベーションが鳴りやみません。

「地球に詳しい専門家に、意見を聞いてみましょう。どうして、小惑星タチカワは地球をかばったのですか？」
「それはですね。小惑星タチカワは、元々地球の一部なんですね。太古の昔、隕石の衝突で欠けたんです。地球は、小惑星タチカワの言わば母親と言えるでしょう」
「遥か長い時間の末の親孝行、まだまだ私たちの知らない宇宙があったんですね」
第三回、宇宙オリンピックの授賞式にうつります。
一光年障害物競争、金メダル地球。銀メダルと銅メダルは該当者無しです。宇宙オリンピック委員会会長より、地球にメダルが授与されます。
「おめでとう地球」
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あらすじ

宇宙は、隅々まで探険され、協調の時代を迎えた。

宇宙生物たちは、第三回宇宙オリンピックを開催する。

予選を勝ち抜いた八ヶ星が、ブラックホール等の危険な障害物競争に挑む。

誰も予想できない最後を迎えた。


以上
